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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 2002 年
まで，および 2011 年は ERIC および PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS)の，2003 年
から 2010 年までは PsycINFO の,2013 年と 2014 年は ERIC の，さらに 2015 年からは ERIC およ
び PsycINFO の不登校との関連が考えられるキーワード school attendance，school dropouts，school 
phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。その継続研究として 2017 年は ERIC
および PsycINFO の文献 65 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school refusal 






 本研究は，2017 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースは 2003 年以降，デ
ータベースの検索方法を変更していたため，2003 年以降の文献については，年毎の検索ができ
なくなっていたが，2011 年途中に確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。 一
方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)は，2013 年 11 月末に日本国内
の個人利用者へのデータベースサービスが終了し，2013 年 12 月以降は大学などの専門機関施
設内での利用となっていた。2015 年 7 月以降に，学術認証フェデレーション(GakuNin)に参加
している鳴門教育大学を含む多くの大学関係者等は学外からの学術情報の検索が可能となり現
在に至っている。 
 今回の研究では，ERIC および GakuNin 経由 PsycINFO データベースを用い，文献検索を行っ
た。検索方法は，インターネット経由での作業を行った。これらの中から不登校との関連が考
えられるものについて，キーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，
今回で 27 年目に当たるが，同一規準での作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2017
年分である。 
 2017 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 55 件，school dropouts に関する文
献が 57 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関する文献が 6 件であった。
一方，PsycINFO では，school attendance に関する文献が 383 件，school dropouts に関する文献
が 198 件，school phobia に関する文献が 134 件，school refusal に関する文献は 100 件であった。 
 ERIC および PsycINFO の 933 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 65 件について，
キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は，2018 年 6 月現在，ERIC および PsycINFO において検索し，不登校
との関連が考えられる 2017 年分として収録されている文献である。ここでは，日本の幼稚園・
保育所から高等学校に対応する学年までの不登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
  １ school attendance に関する研究の概観 
  school attendance をキーワードに持つ文献 438 件のうち，関連の考えられる 24 件について概
観することにする。ERIC では 55 件のうち 11 件，PsycINFO では，383 件のうち 13 件を取り上
げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 13 件，日本が 2 件(1 件 school refusal と重複)，オラ
ンダが 2 件(1 件 school refusal と重複)，オーストラリアが 2 件，エジプトが 1 件(school refusal
と重複)，ケニアが 1 件，アイルランドが 1 件，ナイジェリアが 1 件，英国が 1 件である。 
 Moussa(2017)によれば，高校卒業率は，アメリカ合衆国の中心的な政策課題であり，ここ 30
年間停滞していることが示されている。ニューヨーク市立学校の生徒段階の管理データを用いて，
高校卒業率と成績についての義務的な登校が及ぼす影響を，9 年生と 10 年生の集団についての分
析に焦点を当てて調査研究を行っている。義務教育の効果を特定するために，入学年齢制限と義
務的な登校年齢要件との相互作用を用いている。義務的な登校を 1 年過ごすと，11 年生と 12 年
生への進級率は，9～12％増加し，高校卒業率は，9～14％向上することが分かった。 
 Lunceford ら(2017)は，中等後教育の早期の準備についてのより良い理解と，GEAR UP プロ
グラムの有効性を探究することを目的に研究を行っている。この比較ケース研究には，GEAR 














  Evans ら(2017)によれば，LACYP の子どもや若者は，一般の人々と比べて，教育的に恵まれてい
ない。LACYP の 18 歳を対象とした介入を評価するランダム化比較試験の系統的概観を行っている。
学業成績，学年修了，特別支援教育の状態，宿題の修了状況，登校状況，学業の中断，中途退学，学
校配置数，教師と生徒の関係，学校での行動，学習態度などが介入の成果であった。12 件の介入に



























 Hyne ら（2017）は，school attendance にも該当するが，school refusal で取り扱う。 























































の段階的形成を含むさまざまな要因に左右される。2.5 ヶ月以上の 16 セッションの後に，登校
行動は増加した。復学後に行動評価が実施され，学習と欠席に関するガイダンスを含めて，さ
らに 16 回のセッションが 5 ヶ月間にわたって行われた。その後の予後は良好であった。中学生
の包括的な支援アプローチが，自発的な不登校の解消に効果的であった可能性があることを示
している。 
 Heyne ら(2017)は，school attendance にも関連するが，school refusal で取り上げる。 
 Cook ら(2017)によれば，初等教育での頻繁な欠席は，学校からの離脱，学業の失敗，最終的
な中途退学に関連する。早期怠学予防プロジェクト(Early Truancy Prevention Project：ETPP)は，
初等教育の児童の登校を改善するためにデザインされたもので，登校問題が発生したときに教
師と親とのコミュニケーションを促進し，2013 年度に，ETPP の現行版が，たいへん貧困な公







の 5 つの地方自治体(LGA)の OVC の長期欠席率と関連する要因を評価するため，OVC の縦断調査を
行っている。登録された脆弱な家庭は，全国家計脆弱性検査基準に基づいている。長期欠席は，OVC
が最近の 1 週間を何らかの理由で欠席したかどうかにより測定された。データは，半構造化アンケ
ートを用いて，個人面談により収集し，IBM SPSS Statistics Ver.20 を 10〜17 歳の OVC の学校
で収集されたデータのすべての分析に使用している。χ二乗検定およびロジスティック回帰モ
デルを用いて，5%水準での関連の有意性を決定した。OVC 参加者 757 人は 13.1±2.2 歳であり，
介護者は 1,300 世帯で 43.1±13.9 歳であった。長期欠席(20％)と同様に，学籍登録率(85.7%)
の割合が高かった。OVC の長期欠席率は，家事(31.2%)，夕食なし(40.0%)が有意に高かった。
保護者が予期せぬ費用を支払うことができなかった家事(OR:1.93,95%CI:1.14-3.27），食べ物が


















行っている。平均年齢 55 ヵ月(4 歳半)の学校への移行中に，12 ヵ月の期間にわたって 105 人の
子どもが調査された。児童の日周コルチゾール勾配は，就学前 4 ヶ月前，2 週間後，6 ヶ月後の










  Rodríguez ら(2017)は，横断的研究により，一次管理，二次管理，離脱という親の対応，親の
抑うつ兆候，ぜんそくの管理と登校状況という子どものぜんそく転帰の間の関係を，主として
低所得の人種的，民族的に多様な家族のサンプルで調査研究している。78 人の 90％が母親であ




































  Hancock ら(2017)は，増加する欠席と成績の低下との関連性が，生徒と学校レベルの社会経
済的特性によってどの程度変化するかを調査研究している。2008 年から 2012 年の間に，西オ












 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  school dropouts をキーワードに持つ文献 255 件のうち，関連の考えられる 18 件について概観
することにする。ERIC では 57 件のうち 10 件，PsycINFO では，198 件のうち 8 件を取り上げ
る。なお，国別では，アメリカ合衆国が 6 件，ケニアが 2 件，カナダが 2 件，南アフリカが 2
件，ホンジュラスが 1 件，オーストリアが 1 件，タンザニアが 1 件，メキシコが 1 件，インド
が 1 件，中米が 1 件である。 






















グペアの疑似実験デザインを用いて分析している。主な結果は，介入前後，1 年前から 1 年後
までの妊娠による中途退学者数の変化であった。妊娠による中途退学の年間発生率は，介入し















































































































































 3   school phobia に関する研究の概観 
  school phobia をキーワードに持つ文献 134 件のうち，関連の考えられる 9 件について概観す
ることにする。ERIC では 0 件，PsycINFO では，134 件のうち 9 件を取り上げる。なお，国別
では，アメリカ合衆国が４件，トルコが 1 件，日本が 1 件，ブラジルが 1 件，フランスが 1 件




















症状の重篤度と正の相関があった(β= 0.078, P = 0.004)。さらに，脅威の偏見は，社会不安(β







 Gallé-Tessonneau ら(2017)は，2007 年から 2014 年までの登校拒否に関する系統的概観を行って
いる。この調査研究の目的は，研究の最新の進歩と登校拒否に関する実際の問題を明らかにす
ることであった。 PubMed / Medline，ScienceDirect，Cochrane，PsycINFO および PsycARTICLES
のデータベースを用いて系統的概観を行っている。使用されたキーワードは，「登校拒否 school 
refusal」，「登校拒否行動 school refusal behavior」，「学校恐怖症 school phobia」および「不安に










動療法のランダム化比較試験の文脈での CGI-I 改善評価における IEと青年男女と親の間の一致
を調査することを目的として研究を行っている。マルチレベル成長モデルは，治療介入後およ






年齢とともに変化するかどうかを調査研究している。不安症の年齢 7～17 歳の SoP 診断のある







程での障害の増加を防ぐために SoP の早期発見と治療介入が必要であると考えられる。 
 Öztekin ら(2017)は，限局性恐怖症の重篤度を測定する DSM-5 基準に従って開発されたトル
コ版の信頼性と妥当性を実証することを目的に研究を行っている。Celal Bayar 大学医学部精神






均年齢は 29.0±11.8 であり，サンプル群 92 人，60.1%は女性であった。サンプル群の 66.0%が
大学卒業者，12.4%が高校卒業生，21.6%が小学校卒業生であった。不安症群の疾患期間は 5.8
±7.0 年であった。限局性恐怖症尺度の DSM-5 重篤度測定の内部一貫性は 0.79 であり，項目・
全相関係数は 0.33 と 0.78 の間であった。探索的因子分析では，サンプルの妥当性について，
Kaiser-Meier-Olkin 係数は 0.88，Bartlett 係数は 1.01 と計算された。二因子法の解が得られ，固
有値は 5.45 と 1.26 であり，全体の分散の 67.2%を説明していた。項目の因子負荷は 0.43〜0.88






ら 2,512 人の児童青年を調査研究している。18 件の恐怖と精神医学的診断の母報告が調査され
た。確証的因子分析(CFA)および項目応答理論(IRT)とノンパラメトリックな受信者動作特性














された。3 校の小学校の 57 人のオーストラリアの 5 年生のサンプルが治療介入前後の措置を完
了した。治療介入後のマインドフルネススキルの増加は軽度から中等度であった(Cohen's d= 
0.32)が，負の感情兆候は有意には改善しなかった。マインドフルネススキルの向上は，社会恐






 4  school refusal に関する文献 
  school refusal をキーワードに持つ文献 106 件のうち，関連の考えられる 14 件について概観す
ることにする。ERIC では 6 件のうち 5 件，PsycINFO では，100 件のうち 9 件を取り上げる。
なお，国別では，アメリカ合衆国が 3 件，フランスが 2 件，オーストラリアが 2 件，ナイジェ
リアが 1 件，日本が 1 件，オランダが 1 件，ノルウェーが 1 件，ドイツが 1 件，スペインが 1











 Wlodarczyk と Lawn(2017)によれば，罹災は境界線人格障害(BPD)の発症に関連した外傷体
験である。BPD 診断以前の発達上の行程を調査する研究は限られている。学校環境は，BPD 予







 Tukur と Muhammad(2017)は，学校環境の不安定さの結果による生徒の学校恐怖症行動のレ
ベルを決定している。研究対象の生徒は，ナイジェリア，ボルノ州，Maiduguri の大都市の上級














attendance にも関連するが，school refusal で取り扱った。あわせて，全文が閲覧可能である。 
 Gómez-Núñez ら(2017)によれば，学校の罰(ASP)の高レベルの不安についての登校拒否の予
測力を分析することを目的に研究を行っている。初等教育段階の 8～12 歳の 1,003 人の児童を
対象に研究を行った。初等教育に対する学校不安尺度(SIPE)，登校拒否評価尺度児童版
(SRAS-R-C)を測定尺度として用いている。ロジスティック回帰分析の結果によれば，初等教育
の 3 年，4 年，5 年，6 年の教育課程の男女のサンプルで，否定的感情となる刺激を避けるため
の登校拒否が，全対象者での ASP の統計的に重要な予測要因として機能していた。一方，社会
的嫌悪，評価状況を回避する登校拒否，重要な他者の注意を喚起する登校拒否は，初等教育の
男子の対象者および 4 年生での高レベルの ASP に積極的に影響を与えていた。これらの結果は，
学校の罰の高レベルの不安の出現に影響を及ぼすため，登校拒否行動を評価することの重要性
を示している。 
 Gallé-Tessonneau ら(2017)は，school refusal にも関連するが，school phobia で取り上げる。 
 Zebdi と Lignier(2017)は，分離不安症と重篤な登校拒否行動の子どもの認知行動療法を表す







を CBT 単独，CBT +フルオキセチンまたは CBT +プラセボにランダムに割り振っている。CBT 
+プラセボ群では 1 回自殺の試みがあったが，すべての治療処置は耐容性が良好であった。す
べてのグループは，第 1 に登校状況で，不安，抑うつ状態，自己効力感，臨床医に関連する評







治療の対象となる 4 つの要素を特定するために開発された。SRAS とその改訂版(SRAS-R)に固
有の四要素モデルのサポートは依然として限定的である。最近の研究では，SRAS-R を作成す
るために SRAS に追加された 8 つの項目の文言に問題があることが示されている。ここでは，
24 個の SRAS-R 項目のうち 16 個と本研究用に開発した 8 個の項目からなる適合項目セットの
要因の妥当性を検討している。8 項目は SRAS-R 項目の内容と並行していたが，あまり複雑で




た。適応された SRAS-R は，専門家が SAP を持続する要因の相対的な強さを確実に評価するの
をサポートするかもしれない。この研究は，評価尺度の開発者とは独立して実施された研究の
1 つであり，評価尺度が通常行われる場合とは異なる学校文化で実施されている。なお，本文
献は school attendance にも該当するが，school refusal で取り扱っており，全文が閲覧可能であ
る。 
 Munkhaugen ら(2017)は，自閉スペクトラム症(ASD)の生徒の登校拒否行動は重篤な問題で
あるにもかかわらず，あまり研究されてきていないと考え，9～16 歳の知的障害のない ASD の
生徒の登校拒否行動について，頻度，期間，表現形態について調査研究している。登校拒否行
動と社会人口統計学的要因との間の関係についても研究を行っている。78人の ASDの生徒と，









 Donat ら(2017)は，12～17 歳の平均年齢 14.1 歳(SD=0.5)の 1,658 人のドイツ人の生徒を対象
とした横断的アンケート調査を用いて，生徒の自信(BJW)と長期欠席や登校拒否行動の機能と
の関係を調査している。生徒の BJW といじめやからかいのような様々な形態の規則違反行動と










 Gallé-Tessonneau ら(2017)は，school refusal にも関連するが，school phobia で取り扱う。 










 Ⅲ おわりに 















 PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)は，2013 年 11 月末に日本国内の
個人利用者へのデータベースサービスが終了し，2013 年 12 月以降は大学などの専門機関施設
内での利用となっていたが，2015 年 7 月以降に学術認証フェデレーション(GakuNin)に参加し
ている鳴門教育大学を含む多くの大学関係者等は施設外からの学術情報の検索が可能となった。
2017 年の文献については ERIC データベースと GakuNin 経由 PsycINFO データベースによる作
業を行った。 
 2017年のERICでは，2018年 6月現在で，school attendanceに関する文献が 55件，school dropouts
に関する文献が 57 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関する文献が 6 件で
あった。一方，GakuNin 経由 PsycINFO では，school attendance に関する文献が 383 件，school 
dropouts に関する文献が 198 件，school phobia に関する文献が 134 件，school refusal に関する
文献は 100 件であった。2017 年の検索文献総数は 933 件であり，このうち 65 件について取り
上げた。2000 年以降の ERIC および GakuNin 経由 PsycINFO の検索文献件総数の推移を見てみ
ると，2000 年 354(126,228)件，2001 年 413(122,291)件，2002 年 419(114,305)件，2003 年
361(59,302)件，2004 年 489(100,389)件，2005 年 486(82,404)件，2006 年 569(111,458)件，2007
年 618(136,482)件，2008 年 657(114,543)件，2009 年 727(169,558)件，2010 年 742(173,569)件，
2011 年 755(141,614)件，2012 年 817(168,649)件，2013 年 873(137,736)件，2014 年 829(80,749)
件，2015 年 804(65,739)件，2016 年 832(89,743)件，2017 年 933(118,815)件である（ERIC,GakuNin
経由 PsycINFO の文献数）。文献総数の増減については今後も注目していきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS) の文献を用いた
世界の不登校に関する研究の 1 年毎の概観は，27 年目となる。2002 年まで進めてきた ERIC の
年毎の概観が，検索方法が一度変更され，できなくなっていたが 2012 年より再度過去の文献も
含めて検索ができるようになった。PsycINFO(PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS)についても
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